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について述べている。第 2 章では、電子供与性置換基として N,N-ジアルキルアミノフェニ
ル基を有する 6 価超原子価有機テルル化合物の合成とその反応性について述べている。第 3
章では、様々な置換基を有する 4 価超原子価有機テルル化合物であるテトラアリールテル
ル(Ar4Te)の異常構造の探索合成について実験的および理論計算の観点から検討している。






は、分子内に 3 中心 4 電子型の弱い結合(超原子価結合)を有するため、一般的に不安定化学
種として知られており、空気や水と速やかに反応し分解してしまうため、この分野の研究















 第 3 章において、四角錐構造を有するテトラアリールテルル(Ar4Te)の合成と溶液および
固体中での構造について述べられている。 
 3 
 5 本の結合を有する化合物は最も安定な構造として三方両錐構造(TBP 構造)をとること




に成功した。これら化合物は、溶液中 125Te NMR 測定において他のテルル化合物とは異な
る領域にシグナルを観測したことから、固体中のみだけでなく溶液中でも SP 構造をとって
いると考えられる。また、Ar4Te の構造について理論計算の観点からも探索を行い、これま
で遷移状態として考えられてきた SP 構造は遷移状態ではなく、TBP 構造と平衡構造であ
ることが明らかとなった。さらに新たな遷移状態構造を発見し、これまで教科書に記載さ
れてきた事象を覆す結果を得た。 
 第 4 章では新規テルルジカチオン種 Ar4Te2+の合成、構造と反応についての研究が纏めら
れている。 
 第 4 章前半では、第 2 章の成果により、Ar4TeF2が新規化学種を合成するにあたって非常
に有用であることがわかった。そこで、空気中で安定に取り扱うことのできる Ar4TeF2 を
用いた脱ハロゲン化反応を検討することで、これまで合成例の少ない 6 価テルルジカチオ




 第 4 章後半では、第 4 章前半で合成した 6 価テルルジカチオン種の有機金属試薬を用い
た官能基化と芳香環上での反応性の検討を行った。有機金属試薬として用いたリチウム試
薬による官能基化は、脂肪族および芳香族リチウム試薬共に中程度ではあるものの、対応


































置換基を有する 4 価および 6 価有機テルル化合物の合成と性質解明を行った。テトラアリ
ールテルル(Ar4Te)の合成では、これまで遷移状態として考えられてきた化合物群の合成を
達成した。また、酸化的ハロゲン化によって取り扱い簡便になった Ar4TeF2 を用いること
で、電子供与性置換基のみを有するヘキサアリールテルル(Ar6Te)の合成や置換基による安
定化を受けていない 6価テルルジカチオン種(Ar4Te2+)の合成を行っており、これら結果は、
テルル化合物および超原子価化合物の分野において、新しい知見を与えるだけでなく、学
理の構築に貢献できるものである。本論文で明らかとなった基本的性質は超原子価化学、
高周期典型元素化学や関連分野のさらなる発展に貢献できるものとして高く評価できる。 
 以上の評価により、博士学位論文審査委員会は、本論文が博士学位論文として十分な学
術的価値を有するものと結論した。 
 
